
 

 

 

井
伏
文
学
揺
籃
期
に
見
る
竹
久
夢
二
の
影
響 

 
 

 
 

 
 

 
│

中
学
時
代
の
詩
画
集
に
お
け
る
少
女
的
世
界
を
中
心
に│

 

 

青
木
（
秋
枝
）
美
保 

（
人
間
文
化
学
科
） 

  

本

稿

に

お

い

て

は

、

新

資

料

、

井

伏

鱒

二

高

田

類

三

（

福

山

中

学

の

同

級

生

）

宛

書

簡

か

ら

の

情

報

を

踏

ま

え

て

、

井

伏

の

文

学

揺

籃

期

の

世

界

観

の

特

徴

を

明

ら

か

に

す

る

。

井

伏

の

福

山

中

学

時

代

の

絵

画

・

詩

画

に

竹

久

夢

二

の

詩

・

短

歌

が

引

用

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

、

そ

こ

に

、

明

治

末

期

の

婦

人

雑

誌

に

お

け

る

、
自

然

と

一

体

化

す

る

少

女

の

心

象

世

界

、「

オ

ト

メ

」
の

感

性

共

同

体

へ

の

自

己

の

仮

託

が

あ

り

、
そ

こ

に

超

越

的

な

表

現

の

世

界

を

構

築

す

る

こ

と

が

、

生

き

に

く

さ

を

乗

り

越

え

る

た

め

の

戦

略

で

あ

っ

た

こ

と

を

示

す

。
【
キ

ー

ワ

ー

ド 

井

伏

鱒

二 

竹

久

夢

二 

一

九

一

〇

年

代

文

学

】 

 

は
じ
め
に 

 

井
伏
鱒
二
文
学
揺
籃
期

の
動
向
に
つ
い
て
は
、

自
伝
的
作
品
や
早
稲
田

大
学
時
代
を
描
い
た
作

品
を
除
い
て
は
情
報
が

少
な
く
、
ま
し
て
や
そ

れ

以
前
の
歩
み
に
つ
い
て

は
、
影
響
が
考
え
ら
れ

る
父
や
兄
の
漢
文
学
や

仏
教
に
つ
い
て
の
言
及

が
あ
る
の
み
で
、
こ
れ

ま
で
そ
れ
ほ
ど
話
題
に

さ

れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い(

注
１)

。 

「
二
年
半
」
と
い
う
時
間
の
意
味
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
そ
の
生
活
は
「
仲
間
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
き
度
い
と
も
思
つ
た
こ
と
は
な
か
つ
た
」

ほ
ど
、
「
悠
暢
な
、
何
者
に
も
撹
拌
さ
れ
な
い
生
活
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
生
活
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
小
説
内
部
の
わ
ず
か
な
表
現
の
片
鱗
を
覗
い
て
は
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
六

年
に
、
新
資
料
と
し
て

、
井
伏
の
福
山
中
学
時

代
の
同
級
生
の
遺
族
か

ら
井
伏
の
書
簡
約
一
七

〇
通
が
も
た
ら
さ
れ
、

そ

の
中
に
井
伏
の
文
学
揺

籃
期
の
事
情
を
計
る
情

報
が
か
な
り
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た

。
福
山
中
学
卒
業
前
後

の
動
向
に
つ
い
て
は
、

す

で

に
前
田

貞
昭

が
詳

細
に

検
討
し

て
論

文
「

井
伏

鱒
二
の

寄
宿

舎
（

福
山

中
学
校

寄
宿

舎
・

誠
之

舎
）
在

舎
時

期
と

そ
の

周
辺
事―

福

山
誠

之
館

同

窓
会
架

蔵
資
料

調
査
か

ら―
 

」
に
発

表
し
て

い
る(

注

2)

。
ま
た
、

青

木(
秋
枝)

が
、
こ
の

書

簡
の
宛

名
人
・

高
田
類

三
の
福

山
中
学

卒
業
直

後
の
文
学
活
動
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
て
い
る(

注

3)

。
そ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
、
早
稲
田
大
学

の
畏
友
、
青
木
南
八
亡

き
後
、
不
遇
を
か
こ
つ

因
島
時
代
の
井
伏
に
と

っ
て
、
高
田
類
三
が
文

学
の
導
き
手
と
し
て
大

き
な
存
在
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
つ
ま
り
、
大
正

一

〇

年
十
月
三
十
日
の
高
田

宛
の
井
伏
書
簡
の
文
面

か
ら
、
当
時
す
で
に
代

表
的
短
歌
雑
誌
『
創
作
』
、
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
作
品

を
投
稿
し
、
あ
る
程
度

の

評
価
を
受
け
て
い
た
高
田
が
、
井
伏
に
と
っ
て
、
創
作
の
資
料
提
供
者
と
し
て
頼
み
に
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。 

(1)



 

 

 

井
伏
と
高
田
は
、
福
山

中
学
時
代
の
絵
画
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
卒

業
後
も
活
動
を
続
け
て

い
た
こ
と
が
、
高
田
宛

書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か

に

な
っ
て
い
る
。
中
学
時

代
の
絵
画
に
つ
い
て
は

、
藤
谷
千
恵
子
編
『
井

伏
鱒
二
画
集
』(

注

4)

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

に
は
、
自
然
の
生
物
の

写
生
の
他
に
、
詩
を
付

し
た
童
画
的
な
少
女
を

描
い
た
詩
画
集
が
あ
り

、
こ
れ
に
つ
い
て
の
言

及
は
こ
れ
ま
で
全
く
な

い

。

こ
の
少
女
的
な
表
現
世

界
は
、
同
じ
く
こ
れ
ま

で
全
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
昭
和
三
年
発

表
の
『
少
女
画
報
』
掲

載
の
小
品
二
作
に
つ
な

が

る

も
の
と
言
え
る
。
ま
た

、
こ
れ
に
関
連
す
る
も

の
と
し
て
、
美
人
画
一

幅
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

十
代
後
半
の
作
品
と
見

ら
れ
る
自
画
像
二
種
類

が

あ

り
、
こ
れ
に
は
漢
字
で
讃
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

 

一
、
井
伏
の
中
学
時
代
の
表
現
世
界 

―

「
煉
獄
」
に
対
す
る
オ
ト
メ
の
感
性
共
同
体 

 

 

『
誠
之
館
百
三
十
年

史
』(

注

5)
に
よ
れ
ば
、

「
き
び
し
い
学
校
の
指

導
方
針
の
も
と
に
、
舎

生
た
ち
は
、
一
方
で
は

き
わ
め
て
禁
欲
的
な
日
常

生
活
を
お
く
り
つ
つ
、

他
方
で
は
、
勉
学
と
ス

ポ
ー
ツ
に
青
春
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
燃
焼
し
た
」

と
の
こ
と
で
、
舎
生
は

、
「
日
課
の
励
行
と
時

間

の

厳
守
」
、
「
品
位
の
あ
る

生
活
指
導
」
、
「
娯
楽
的

行
為
の
禁
止
」
、
「
暴
力

的
行
為
の
禁
圧
」
の
四
つ

の
方
針
の
も
と
で
、
生
活

指
導
を
受
け
た
。

腕
白
盛
り
の
少
年
た
ち
を
指
導
す
る
側
の
緊
張
感
が
推
察
さ
れ
る
。 

 

こ
う
い
っ
た
厳
し
い

日
々
の
生
活
に
お
け
る

井
伏
の
生
活
感
情
の
一

端
は
、
前
掲
前
田
の
論

文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

、
昭
和
戦
前
期
の
『
福

山

学

生

会

雑

誌
』(

注

6)

に
お

け

る

一

学
生(

福

山
学

生

会

学

生

幹
事

の

杉

山

壽

雄)

の

訪

問

イ

ン

タ
ビ

ュ

ー

記

事(

第

88
号

（

昭
和

一

四

年

七

月
十

日

に

掲
載
）
の
「
井
伏
鱒
二
氏
を
訪
ね
て
」)

か
ら
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
井
伏
研
究
者
の
間
で
は
未
紹
介
の
訪
問
記
事
」
と
い
う
。 

こ
の
記
事
は
、
「
郷
土

出
身
の
作
家
」
と
な
っ

た
先
輩
の
井
伏
鱒
二
に

、
後
輩
学
生
が
、
そ
の

中
学
時
代
の
生
活
に
つ

い
て
聞
き
書
き
し
た
も

の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
井
伏
は
、
中
学
一
年
の
時

に
「
皆
に
非
常
に
可
愛
が

ら
れ
」
た
が
、
そ
れ
を
「

嫉
ん
」
だ
上
級
生
か
ら
「

虐
め
通
」
さ
れ
、

暴
力
を
受
け
た
こ
と
を
挙
げ
て
「
私
の
中
学
校
時
代
は
全
く
の
煉
獄
の
様
な
も
の
で
し
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
本
当
に
私

の
学
生
生
活
殊
に
中
学

生
々
活
は
ま
る
で
悪
夢
を
で
も
見
て
来
た
様
で
す
。
」
と
そ
の
辛
さ
を
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
体
験
を
す
る
と
「
弱
い
者
は
非
常
に
一

生
影
響
を
す
る
様
な
精

神
的
打
撃
を
打
け
る
も

の
な
の
で
す
」
と
述
べ

、
そ
の
よ
う
な
行
為
が

「
鉄
拳
制
裁
な
ど
も
流

行
し
た
時
代
」
の
弊
風

で

あ

り
、
「
人
道
上
許
す
べ
か

ら
ざ
る
事
な
の
で
す
」
と
、
後
輩
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

た
だ
、「
故
郷
に
も
懐

し
い
も
の
は
あ
り
ま
す
よ
。
で
す
が
そ
れ
は
山
や
川
や
樹
木
だ
け
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
非
常
に
懐
し
い
の
で
す
。
又

親
し
い
友
も
居
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
井
伏

が
、
厳
し
い
中
学
生
活
の
中
で
、
郷
里
の
自
然
と
の
交
感
、
そ
れ
も
気
の
合
っ
た
友
人
と
の
休
日

の
外
出
な
ど
に
わ
ず
か
に
居
場
所
を
求
め
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

次
に
挙
げ
る
の
は
、

新
資
料
、
高
田
類
三
宛

井
伏
鱒
二
書
簡
の
最
初

期
の
も
の
で
、
福
山
中

学
を
卒
業
し
た
大
正
六

年
八
月
の
葉
書
で
あ
る

。

井

(2)



 

 

 

伏
と
高
田
ら
同
級
生
数

名
が
「
蘇
迷
蘆
会
」
と

い
う
絵
画
サ
ー
ク
ル
を

作
っ
て
活
動
し
て
い
た

こ
と
は
青
木
（
秋
枝
）

の
前
掲
論
文
に
あ
る
が

、

こ

の
サ
ー
ク
ル
は
学
校
公

認
の
課
外
活
動
に
は
記

載
が
な
く
、
生
徒
の
全

く
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル

で
あ
る
と
言
え
る(

注

7)

。
次
の
葉
書
か
ら
は
そ
の

活
動
の
一
端
が
う
か
が
え
る(

翻
字
責
任
者 

前
田
貞
昭
、
以
下
同
様)

。 

  
 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
八
月
六
日 

絵
は
が
き 

 
 

《
表
》
芦
品
郡
新
市
町
Ｋ
川 

高
田
瑠
璃
三
様 

 
 

 
鞆
津
に
て 

土
岡
／
井
伏 

一
應
平
田
宅
ニ
ヨ
ル
ヿ 

二
時
ニ
迷
蘆
會
ノ
事 

一
、
八
月
十
日
午
後
二
時
ヨ
リ 

一
、
會
費
僅
少 

一
、
會
場
松
ケ
ハ
ナ
塩
湯 

一
、
創
作
持
参
ノ
ヿ 

 
 

 
 

但
シ
ナ
ケ
レ
バ
ソ
レ
デ
ヨ
シ 

右
御
通
知
申
上
候
也 

尚
會
場
等
ニ
不
同
意
ノ
時
ハ
其
ノ
場
合
変
ヘ
ル
ヿ
ト
ス
ル 

 

福
山
市
の
戦
前
の
絵
葉
書(

年
代
不
詳)

に
「
福
山
入
江
松
ケ
鼻 

備
後
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
海
岸
か
ら
引
き
込
ま
れ
た
「
入
江
」(

現

在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
な
い)

と
そ
こ
を
航
行
す
る
小
舟
が
映
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
塩
湯
」
は
銭
湯
の
こ
と
の
よ
う
で
、
戦
前
の
福
山
市
地
図(

『
大

日
本
職
業
別
明
細
図
』
東
京
交
通
社
発
行 

昭
和
十
五
年
三
月)

 

に
、
入
江
の
沿
岸
の
御
船
町(

当
時
の
地
名)

に
「
潮
湯
」
が
あ
る
の
が
確
認
で
き

る(

注

8)

。 

前
掲
の
『
誠
之
館
百
三
十

年
史
』
に
よ
る
と
、
日
曜

日
に
帰
省
し
な
か
っ
た
生
徒
の
「
ほ
と
ん
ど
全
員

が
、
屋
外
で
ス
ポ
ー

ツ

を

す

る

か

、
弁

当

・

間
食
を
た
ず
さ
え
て
舟

遊
・
遠
足
に
出
か
け
た

」
と
い
う
。
特
に
「
舟

遊
」
は
、
明
治
末
期
か

ら
大
正
初
期
も
っ
と
も

好
ま
れ
た
リ
ク
リ
エ
イ

シ

ョ

ン
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
、
大
正
二
年
か
ら
七

年
ま
で
、
毎
年
二
回
以

上
八
回
程
度
実
施
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
舟
遊
の

際
に
は
、
「
福
山
入
江

」

を

舟
行
し
た
よ
う
で
あ
る

。
「
入
江
」
は
海
を
遠

望
す
る
景
勝
地
で
、
ス

ケ
ッ
チ
に
最
適
の
場
所

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

。
井
伏
た
ち
は
そ
こ
で

ス

ケ

ッ
チ
を
し
、
銭
湯
で
く

つ
ろ
い
で
帰
舎
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
前

掲
の
葉
書
に
お
け
る
、

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
蘇
迷

蘆
会
」
の
集
合
場
所
は

、

そ

の
習
慣
が
卒
業
後
も
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。 

こ
の
頃
の
井
伏
の
画
業
に
つ
い
て
は
、
藤
谷
千
恵
子
編
『
井
伏
鱒
二
画
集
』(

前
掲
書)
に
解
説
が
あ
る
。
中
学
時
代
の
画
業
に
つ
い
て
、
「
福
山
中

学
校
に
入
っ
て
か
ら
は

、
良
い
絵
の
先
生
が
い

た
り
し
て
、
二
・
三
年

頃
か
ら
漠
然
と
将
来
は

絵
を
描
く
人
に
な
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た

。

(3)



 

 

 

休
日
、
眼
鏡
と
絵
の
道

具
を
持
っ
て
写
生
に
出

か
け
た
り
し
た
。
」
と
あ

る
。
こ
れ
と
同
主
旨
の

こ
と
は
「
半
生
記
」
に

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「

良

い
絵
の
先
生
」
と
い
う

の
は
、
東
京
美
術
学
校

出
身
の
、
美
術
の
新
風

に
触
れ
た
教
師
で
あ
っ

た(

注

9)

。
こ
れ
ら
の
絵

の
う
ち
、
作
成
日
時
と
名

前
を
自
筆
で
記
し
た
中
学
時
代
の
も
の
が
あ
る
。 

 

中
学
一
年
生(

一
九
一
二
年
、
十
四
歳)

 

 
 

家
、
ト
ン
ボ
と
蝶
、
た
け
の
こ
、
金
魚
、
鰹(

鉛
筆
・
水
彩)

 

 

※
い
ず
れ
も
「
第
一
学
年 

井
伏
満
寿
二
」
と
自
書
さ
れ
て
い
る(

学
校
の
提
出
物
か)

。 

 

中
学
二
年
生(
一
九
一
三
・
大
正
二
年)

十
五
歳 

 
 

嶺
の
雪
の
日(
水
彩)

 

 

※
「1

9
1
3
 

Ｍ
．I

b
u
s
h
i

」
と
自
書
。 

 

 

中
学
四
年
生(

一
九
一
五
・
大
正
四
年)

十
七
歳 

 
 

詩
画
集
『
ふ
る
へ
る
木
の
葉
』(

ペ
ン
と
水
彩)

 

１
～
８ 

 

※
表
紙
に
「
ふ
る
へ
る
木
の
葉 

V
o
l

．1
 

1
9
1
5
 

Ｍ
．I

b
u
s
h
i

」
と
自
書
さ
れ
て
い
る
。 

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
詩
画
集
『
ふ
る
へ
る
木
の
葉
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
生
家
の
蔵
の
中
か
ら
み
つ
け
ら
れ
た
手
作
り
の
詩
画
集
で
、
一
冊

に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
。
頁
ご
と
に
竹

久
夢
二
的
な
少
女
の
絵

が
描
か
れ
、
童
謡
の
よ

う
な
詩
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

、

藤

谷
は
次
の
よ
う
な
解
説
を
付
し
て
い
る
。 

  

井
伏
少

年
は
、
『
少

年

世
界
』
『
少
年

』
と
か

の

雑
誌
を
東

京
か
ら
取

り

寄
せ
て
読

ん
で
い
た

。

中
学
へ
入

っ
て
か
ら

は

『
日
本
少

年
』
だ
っ
た

と
い
う
。

母
親
は

『
女

学
世
界
』

を
読
ん

で
い

た
そ
う
で

あ
る
。
〔
中

略

〕
大
正
初

期
、
竹

久
夢

二
の
絵
が

掲
載
さ

れ
て

い
た
。
井

伏
少
年

は
、

目
に
す
る

雑
誌
の

絵
に

倣
っ
て
、

詩
画
集

を
作

っ
て
み
た

の
だ
ろ

う
。

前
年
に
は

有
本
芳

水
の

詩
集
が
刊

行
さ
れ

、
大

変
な
評
判

だ
っ
た

。
井

伏
少
年
も

町
の
本

屋
で

買
い
も
と

め
て
い

る
。

詩
集
を
手

に
し
た

の
は

初
め
て
で

，
何
も

か
も

目
新
し
い

も
の
に

感
じ

た
そ
う
で

あ
る
。

手
作

り
の
詩
画
集
を
作
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

 

『
ふ
る
へ
る
木
の
葉

』
に
は
、
少
女
像
を
描

く
挿
絵
と
娘
像
を
描
く

挿
絵
そ
れ
ぞ
れ
三
頁
ず

つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
挿
絵
に
一
篇
ず
つ
の

詩

、

短
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
少
女
像
に
付
さ
れ
た
短
歌
一
首
と
詩
二
篇
） 

 
 

 

１
、
小
鳥
等
も
梢
を
お
り
て
鳴
く
日
な
り
／ 

わ
れ
に
母
あ
り 

お
も
ふ
こ
と
な
し
。 

 

(4)



 

 

 

 
 

 

２
、
ね
む
の
木
／
ね
む
の
木
／
ね
や
し
や
ん
せ
。 

 
 

 
 

お
鐘
が
／
な
つ
た
ら
／
お
き
や
し
や
ん
せ
。
／ 

…
…

…

。 

  
 

 
３
、
岡
の
屋
敷
へ
蔵
た
て
ゝ
／
蔵
の
と
な
り
に
松
う
ゑ
て
／
松
の
と
な
り
に
竹
う
ゑ
て 

 
 

 
 

竹
の
と
な
り
に
梅
う
ゑ
て
／
梅
の
小
枝
に
鈴
さ
げ
て
／
そ
の
鈴
ち
や
ら
〱
鳴
る
時
は 

 
 

 
 

嬢
さ
ま
さ
ぞ
〱
／
う
れ
し
か
ろ
。
う
れ
し
か
ろ
。 

  
 

（
娘
像
に
添
え
ら
れ
た
短
歌
二
首
と
短
唱
一
篇
） 

 
 

 

４
、
い
ざ
縫
は
む
／
今
日
も
一
日
／
ぬ
ひ
〱
ぬ
ひ
て
／
五
年
に
な
り
て
／
君
に
と
つ
が
む
。 

 

 
 

５
、
は
て
し
な
き
／
な
げ
き 

 
  

 

６
、
悲
し
さ
も
／
は
た
／
う
れ
し
さ
も
／
袖
か
さ
ね
／
う
た
へ
ば
／
な
ご
む
／
少
女
と
／
い
ふ
日
。 

 

こ
れ
ら
の
短
歌
・
詩
の

う
ち
、
詩
２
と
３
は
、
竹

久
夢
二
の
詩
の
引
用
で
あ
る
。
短
歌
１
、
４

、
６

は
、
竹
久
夢
二
の
作
品

集(

『
竹
久
夢
二
文
学

館

』

1
～

8
日

本
図

書

セ

ン

タ

ー 

一

九
九

三

、

及

び

『

初

版

本
復

刻

竹

久

夢

二

全

集

』
第

一

期

・

第

二

期 

ほ
る

ぷ

出

版 

一

九

八

五)

に

収

録

さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
は
該
当
の
作
品
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
『
芳
水
詩
集
』(

一
九
一
四
・
大
正
三
年
、
実
業
之
日
本
社)

の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

詩
２
は
、
童
謡
集
『
ね
む
の
木
』(

一
九
一
六
・
大
正
五
年
三
月
、
実
業
之
日
本
社 

注

10)

冒
頭
に
収
録
さ
れ
て
い
る
童
謡
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

詩
３
は
、
『
日
本
童
謡

撰 

あ
や
と
り
か
け
と

り
』(

一
九
二
二
・
大
正
一
一
年
一
二
月
、
春
陽

堂 

注

11)

に
収
録
さ
れ
た
詩
「
鈴
」
と
、
冒
頭
と

末
尾
の
詩
句
が
異
な
る
の
み
で
全
く
同
じ
で
あ
る
。
詩
「
鈴
」
は
、
「
千

畳
座
敷
の
唐
紙
育
ち
。
／

山
を
拓
い
て
、
蔵
建
て
ゝ

、
」
と
始
ま
り
、
「
蔵

の
隣
に
竹
植
ゑ
て
」
か

ら
「
梅
の
小
枝
に
鈴
さ

げ
て
」
ま
で
は
同
じ
で

、
そ
の
後
は
「
手
綱
絞

の
紐
つ
け
て
、
／
そ
の

鈴
ち
や
ら
〱
鳴
る
時
は

／

坊

ち
や
ま
さ
ぞ
〱
嬉
し
か
ろ
。
／
嬢
ち
や
ま
さ
ぞ
〱
嬉
し
か
ろ
。
」
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
刊
行
本
は
、
『
ふ
る
へ
る
木
の
葉 

V
o
l
.
1

』
表
紙
に
記
載
の
「1

9
1
5

」
よ
り
も
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
伏
は
そ
れ
以
前

に
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
を
見
た
と
考
え

ら
れ
る
。
藤
谷
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
井
伏

の
母
が
購
読
し
て
い
た

と
い
う
『
女
学
世
界
』

、

ま

た
自
ら
が
読
ん
で
い
た

『
日
本
少
年
』
に
も
竹

久
夢
二
の
作
品
は
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
『
女
学

世
界
』
の
目
次(

注

12)

を
見
る
と
、
「
日
本
の
子
守

唄
と
若
き
旅
人
」
と
い

う
題
目
が
、
第
一
二
巻

第
四
号(

一
九
一
二
・
明

治
四
五
年
二
月
二
三
日)

に
見
ら
れ
る
。
因
み
に

、
井
伏
の
福
山
中
学
在

学

期
間
は
、
一
九
一
二
・

明
治
四
五
年
四
月
か
ら

一
九
一
七
・
大
正
六
年

三
月
ま
で
で
あ
る
。
そ

の
間
の
『
女
学
世
界
』

へ
の
掲
載
作
品
の
う
ち

、

挿

(5)



 

 

 

絵
・
表
紙
絵
以
外
に
本
文
の
目
次
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。 

 

竹
久
夢
二
は
、
『
あ
や
と

り
か
け
と
り
』(

前
掲)

の
「
序
」
に
お
い
て
、
そ
の

編
集
意
図
に
つ
い
て
、
「

一
九
一
六
年
に
出
版
し
た
「
ね
む
の
木
」

に
、
そ
の
後
古
い
本
の

中
か
ら
、
ま
た
は
諸
方

へ
旅
行
し
た
折
々
、
口

伝
て
に
拾
ひ
あ
つ
め
た

童
謡
幾
篇
か
を
書
き
添

へ
、
一
九
一
九
年
に
出

し

た

「
歌
時
計
」
の
姉
妹
編
の
や
う
な
形
で
、
こ
の
本
の
出
版
を
思
立
つ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
傍
線
部
か
ら
は
、
井
伏
の
引
用
し
た
詩
２
、
３
が
『
女

学
世
界
』
掲
載
の
「
日
本
の
子
守
唄
」
に
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
絵
に

つ
い
て
言
え
ば
、
岩
田

準
一
編
『
夢
二
抒
情
画

選
集
』
上
・
下
巻
（
昭

和
二
年 

宝
文
館 

注

13
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

作
品
の
内
、
巻
末
に
示

さ
れ
た
初
出
一
覧
で
『

女
学
世
界
』
掲
載
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
「
夕
陽
」
（

『
女
学
世
界
』
明
治
四

五

年

七
月
）
、
「
六
月
の
夜
」
（
同
）
、
「
団
扇
」
（
同 

大
正
元
年
八
月
）
、
「
若
き
母
」
（
同
）
、
「
お
ば
し
ま
」
（
同 

大
正
元
年
九
月
）
、
「
一

握
の
砂
」
（
同
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
着
物
姿
の
若
い
女
性
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
日
本
少
年
』

掲
載
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
岩
田
の
解
説
に
よ

れ
ば
、
「
明
治
四
五
年

十
月
か
ら
大
正
元
年
十

二
月
に
亘
つ
て
」
「
少

年

の
春
」
と
い
う
題
名
で
書

い
た
「
散
文
と
小
唄
」
、
ま
た
「
大
正
二
年
一
月
か

ら
十
二
月
ま
で
」
、
『

思

ひ
出
』
（W

h
e
n
 

I
 

w
a
s
 

y
o
u
n
g
 

a
g
e

）

と
い
う
題
名
で
書
い
た

「
小
唄
」
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
絵

入
小
唄
集 

ど
ん
た
く

』
（
実
業
之
日
本
社 

大
正
二
年
十
一
月
）
に

収

録

さ
れ
て
「
沢
山
の
読
者

に
永
い
記
憶
を
植
附
け

た
も
の
」
と
あ
る
。
そ

の
中
に
は
、
「
か
く
れ

ん
ぼ
」
（
『
日
本
少
年

』 

明
治
四
五
年
七
月

）

、

「
郵
便
脚
夫
」
（
同 

大
正
二
年
一
月
）
、
「

雪
」
（
同 

大
正
二
年

二
月
）
、
「
山
賊
」
（

同 

大
正
二
年
三
月
）

、
「
ど
ん
た
く
」
（
同 

大

正
二
年
四
月
）
、
「
幼

年
時
代
」
（
同 

大
正

二
年
七
月
）
、
「
七
つ

の
柿(

筆
者
注…

「
桃
」

の
誤
植
か
？)

」(

同 

大
正
二
年
九
月)

、
「
郵
便

函
」(

同 

大
正
二
年
十

月)

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

絵
は
い
ず
れ
も
少
年
や

少
年
少
女
の
群
像
を
描

く
童
画
で
、
少
年
の
感

傷
的
な
感
情
を
歌
っ
た

詩

が
付
さ
れ
て
い
る
。 

竹
久
夢
二
の
抒
情
の
特

徴
は
、
前
掲
の
詩
の
中

か
ら
挙
げ
る
と
す
れ
ば

、
詩
「
幼
年
時
代
」
に

代
表
さ
れ
る
失
わ
れ
た

も
の
へ
の
切
な
い
愛
着

と

言
え
る
。
そ
し
て
、
少
年
を
描
く
作
品
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
自
然
の
生
き
物
と
の
交
流
に
お
い
て
体
験
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
幼
年
時
代
」
の
冒
頭

の
一
節
に
「
死
ん
だ
蛍
を
紙

袋

か
ん
ぶ
く
ろ

へ
入
れ
て
／
水
を
飲
ま
し
た
ら
紙

袋

か
ん
ぶ
く
ろ

が
と
け
て
／
生
き
た
蛍
が
飛
ん
で
逃
げ
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
失
わ
れ
た
も
の

を
歌
う
こ
と
は
「
死
ん

だ
蛍
」
を
生
き
返
ら
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

は
歌
う
詩
人
の
心
を
も

自
由
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
言
っ
て
よ
い

。

竹

久
夢
二
の
詩
は
、
失
わ

れ
た
も
の
を
抱
く
人
、

つ
ま
り
移
ろ
う
時
間
を

生
き
る
少
年
、
少
女
、

ま
た
家
を
離
れ
て
嫁
ぐ

娘
、
花
嫁
、
旅
芸
人
な

ど

が

主
人
公
で
、
彼
等
の
欠
落
感
を
通
し
て
失
っ
た
も
の
の
遺
す
余
韻
に
浸
る
も
の
と
言
え
る
。 

 

 

昔
の
歌
（
そ
の
一
） 

 

生
れ
在
所
の
唐
国
寺
御
堂
の
わ
き
の
白
壁
に 

 

か
い
た
小
唄
の
な
つ
か
し
や 

(6)



 

 

 

  
 

『
お
墓
の
う
へ
に
雨
が
ふ
る
。 

 
 

 

あ
め 

あ
め 

ふ
る
な
。
雨
降
ら
ば 

 
 

 

五
重
の
塔
に
巣
を
か
け
た 

 
 

 
か
あ
い
ゝ
小
鳥
が
ぬ
れ
や
う
も
の
』 

 
 

 

 
 

『
松
の
梢
を
風
が
ふ
く
。 

 
 

 

か
ぜ 

か
ぜ
ふ
く
な
。
風
吹
か
ば 

 
 

 

今
日
巣
立
ち
し
た
小
雀
が 

 
 

 

路
を
わ
す
れ
て
な
か
う
も
の
』 

  
 

あ
の
な
つ
か
し
い
唄
の
節 

 
 

け
さ
ず
に
あ
れ
ば
今
も
あ
る
。 

（
『
夢
二
抒
情
画
選
集 

下
』 

注

14
）  

こ
こ
に
は
、
入
れ
子
型
の
フ
レ
ー
ム
が
幾
重
に
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
消
さ
れ
て
今
は
な
い
寺
の
御
堂
の
白
壁
に
書
か
れ
た
唄
、
そ
の

唄
の
中
に
描
か
れ
た
、
雨
に
打
た
れ
て
巣
を
失
っ
た
小
鳥
、
風
に
吹
か
れ
て
路
を
忘
れ
た
巣
立
ち
し
た
ば
か
り
の
小
雀
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
事

な
も
の
を
失
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
な
つ
か
し
さ
」
を
通
し
て
、
そ
の
昔
唄
を
書
き
付
け
た
詩
人
の
そ
の
昔
の
心
に
遡
及
し
な

が
ら
、
現
在
の
行
き
悩
む
詩
人
自
身
の
感
情
を
引
き
出
す
装
置
と
な
っ
て
い
る
。 

ち
な
み
に
、
詩
の
半
ば
に
は
め
込
ま
れ
た
二
重
カ
ギ
括
弧
内
の
歌
は
、
童
謡
集
『
ね
む
の
木
』
（
前
掲
）
に
収
録
さ
れ
た
童
謡
で
、
井
伏
が
引
用

し
た
「
ね
む
の
木
」
の
歌
の
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
夢
二
の
表
現
世
界
は
、
幼
年
時
代
の
自
然
体
験
が
核
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
失
わ

れ
た
現
在
か
ら
回
想
す
る
と
い
う
二
重
の
構
造
を
持
つ
。
そ
こ
に
は
、
自
然
の
中
の
弱
い
生
き
物
た
ち
と
、
そ
れ
に
共
感
す
る
弱
者
と
し
て
の
少
年

の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
弱
き
生
活
者
の
詩
人
自
身
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

夢
二
の
歌
に
歌
わ
れ
て

い
る
の
は
、
失
わ
れ
た

も
の
の
他
、
身
近
な
者

と
別
れ
た
り
、
は
ぐ
れ

た
り
し
て
感
じ
る
「
や

る
せ
な
さ
」
、
「
は
か

な

さ
」
な
ど
、
そ
の
不
在

感
か
ら
く
る
孤
独
感
で

あ
り
、
そ
れ
が
い
ず
れ

も
身
近
な
自
然
の
中
に

流
れ
出
し
て
ゆ
く
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ

こ

で

は
、
作
品
世
界
に
住
む

も
の―

人
間
と
自
然
の

生
き
物―

が
そ
れ
ぞ
れ

の
孤
独
感
で
次
々
に
つ

な
が
っ
て
感
傷
の
連
環

を
作
り
、
非
現
実
の
世

界

に

感
性
の
共
同
体
を
作
っ

て
い
る
。
童
謡
の
中
で

は
自
然
の
生
き
物
と
の

交
流
で
あ
る
が
、
官
能

的
な
歌
に
な
る
と
、
そ

の
対
象
は
女
性
に
な
っ

て

い

く
。
そ
の
代
表
的
な
作
品
が
「
宵
待
草
」
の
「
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
来
ぬ
人
」
を
待
つ
女
へ
の
共
感
で
あ
る
。 

(7)



 

 

 

井
伏
の
『
ふ
る
へ
る
木

の
葉
』
に
は
、
夢
二
の

絵
や
詩
に
漂
う
ロ
マ
ン

テ
ィ
シ
ズ
ム
が
強
く
感

じ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も

少
女
像
に
添
え
ら
れ
た

詩

や
短
歌
に
は
、
木
や
小

鳥
な
ど
自
然
の
生
き
物

と
の
交
感
に
心
弾
ま
せ

る
少
女
の
幼
い
抒
情
性

が
あ
り
、
娘
像
の
そ
れ

に
は
、
嫁
ぐ
人
へ
の
思

い

や

「
な
げ
き
」
、
「
悲
し

さ
」
、
「
う
れ
し
さ
」

に
胸
を
と
き
め
か
せ
る

乙
女
の
感
傷
性
が
あ
る

。
詩
に
は
五
七
音
の
つ

ら
な
り
や
同
音
の
繰
り

返

し

に
、
手
ま
り
歌
や
数
え
歌
、
子
守
唄
の
よ
う
な
軽
快
な
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
竹
久
夢
二
の
詩
画
に
通
ず
る
少
女
や
娘
の
抒
情
的
世
界
が
あ
る
。 

井
伏
の
詩
画
集
に
お
け
る
短
歌
１
、
４
、
６
は
、
井
伏
の
独
創
で
あ
る
か
、
ま
た
他
の
作
者
の
引
用
で
あ
る
か
今
の
と
こ
ろ
極
め
が
た
い
が
、
毎

日
の
縫
い
物
の
一
針
一
針
に
思
い
を
こ
め
て
嫁
ぐ
日
に
思
い
を
馳
せ
る
乙
女
の
姿
や
、
「
う
た
へ
ば
な
ご
む
」
少
女
の
姿
に
は
、
夢
二
に
通
ず
る
、

女
性
の
心
の
世
界
へ
の
自
己
投
影
の
方
法
が
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
詩
に
あ
る
よ
う
な
少
女
や
娘
の
満
ち
足
り
た
世
界
は
夢
二
の
短

歌
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。 

夢
二
の
短
歌
は
恋
の
歌
が
多
く
、
官
能
的
な
も
の
も
多
い
。
短
歌
の
中
に
「
小
鳥
等
」
の
出
て
来
る
も
の
を
探
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。 

 

小
鳥
等
は
巣
に
帰
り
ゆ
く
い
ざ
女
今
宵
の
宿
を
さ
が
し
に
ゆ
か
む 

鳥
は
巣
へ
狐
は
穴
へ
帰
る
頃
巣
な
き
男
は
浅
草
へ
ゆ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
夢
二
画
集 

花
の
巻
』
明
治
四
三
年
五
月 

洛
陽
堂 

注

15
）  

こ
こ
で
は
、
巣
に
帰
る
「
小
鳥
等
」
や
「
狐
」
と
、
巣
の
な
い
男
、
あ
る
い
は
女
と
を
対
比
し
、
男
の
や
る
せ
な
さ
を
描
い
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
短
歌
１
は
「
小
鳥
等
も
梢
を
お
り
て
鳴
く
日
な
り
／ 

わ
れ
に
母
あ
り 

お
も
ふ
こ
と
な
し
。
」
と
あ
り
、「

小
鳥
」
と
「
わ
れ
」

を
対
比
す
る
仕
組
み
は
同
じ
で
あ
る
が
、
警
戒
心
な
く
梢
を
お
り
て
鳴
く
鳥
は
「
わ
れ
」
と
共
に
あ
り
、
ま
た
「
わ
れ
」
に
は
「
母
」
も
あ
っ
て
、

何
も
思
い
煩
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
幸
福
感
を
歌
っ
て
い
る
。
夢
二
の
短
歌
に
「
泣
く
と
き
は
よ
き
母
あ
り
遊
ぶ
に
は
よ
き
姉
あ
り
き
少
年
の
頃
」

（
『
夢
二
画
集 

夏
の
巻

』
明
治
四
三
年
四
月
・
洛
陽
堂 

注

16
）
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
満
ち
足
り
た
少
年
の
頃
を
回
想
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
が
、
短
歌
１
の
場
合
は
今
ま
さ
に
少
年
時
代
の
満
ち
足
り
た
体
験
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
歌
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

一
方
、
夢
二
の
短
歌
で
は
な
く
詩
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
詩
「
春
の
絵
」（
『
小
供
の
国

』
明
治
四
三
年
十
二
月 

洛
陽
堂 

注

17
）

が
そ
れ
で
あ
る
。 

  

木
の
枝
で
は
、
小
鳥
が
チ
、
チ
、
チ
、
と
歌
ふ
。 

 

開
い
た
絵
具
箱
の
う
へ
を
蝶
が
舞
ふ
。 

 

カ
ン
バ
ス
は
、
次
第
〱
に
彩
ら
れ
て
ゆ
く
。 

 

(8)



 

 

 

こ
の
詩
が
描
く
少
年
の
姿
に
は
、
休
日
に
寮
を
出
て
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
井
伏
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
挿
絵
に
は
、
ス
ケ
ッ
チ
に
行
く
洋
装
の
少

年
が
描
か
れ
て
い
る
。
井
伏
は
、
夢
二
が
描
く
、
こ
の
よ
う
な
少
年
の
自
然
と
の
幸
福
な
交
流
の
世
界
に
、
自
ら
の
生
活
の
幸
福
を
見
出
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

そ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
短
歌
４
、
６
で
も
同
じ
よ
う
に
言
え
る
。
夢
二
の
作
品
に
お
い
て
は
、
「
嫁
ぐ
」
こ
と
に
幸
福
を
感
じ
る
女
性
は
描
か
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
詩
「
嫁
入
り
」
（
『
青
い
小
径

』
（

大
正
一
〇
年
七
月 

尚
文
堂 

注

18
）
に
は
、
「
世

間
の
親
は
／
か
う
し
た

も
の
と
／
人
も
言
ふ
か
ら
／
あ
き
ら
め
て
／
多
く
の
娘
が
／
す
る
や
う
に
／
だ
ま
つ
て
／
お
嫁
に
ま
い
り
ま
し
よ
。
」
と

あ
り
、
世
間
の
定
め
に
従
っ

て
「
あ
き
ら
め
て
」
嫁
ぐ
娘
の
思
い
が
描
か
れ
て
お
り
、
夢
二
の
描
く
女
性
は
大
半
が
社
会
の
中
で
思
う
に
任
せ
ず
、
や
る
せ
な
い
思
い
を
抱
く
女

性
た
ち
で
あ
る
。
短
歌
４
の
よ
う
に
年
満
ち
て
縫
い
物
が
完
成
し
て
嫁
ぐ
日
を
喜
ぶ
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
子
供
や
思
い
人
の
た
め
に
縫
い
物
、

編
み
物
を
す
る
夢
二
の
女
性
た
ち
は
、
縫
っ
て
は
破
け
、
編
ん
で
は
ほ
ど
け
、
シ
ジ
フ
ォ
ス
の
神
話
の
よ
う
に
永
遠
に
徒
労
の
営
み
を
続
け
る
姿
で

描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
詩
「
母
」
（
『
夢
の
ふ

る
さ
と
』
収
録
大
正
八
年
八
月 

新
潮
社 

注

19
）
、
詩
「
靴
下
」
（
『
青
い
小

径
』
前
掲
）
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。 

ま
た
、
も
う
少
し
年
齢
の
低
い
「
少
女
」
を
描
い
た

場
合
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
夢
二
の
詩
（
あ
る
い
は
短
唱
）
「
春
宵
譜 

あ
る
少
女
の
手

記
よ
り
」
（
『
春
の
贈
物

』
収
録 

昭
和
三
年 

春
陽
堂 

注

20
）
か
ら
、
短
歌
４
、
６
と
類
似
の
表
現
を
持
つ
部
分
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。 

  

悲
し
み
か
は
た
歓
び
か
／
わ
が
し
ら
ず
／
春
の
心
に
し
づ
む
こ
ろ
か
な 

 
 

〔
中
略
〕 

 

君
が
た
め
／
あ
む
靴
下
の
爪
紅
に
／
か
か
る
は
雪
か
吐
息
か 

 
 

〔
中
略
〕 

 

君
が
た
め
／
夜
ご
と
夜
ご
と
に
窓
を
あ
け
／
心
を
と
ぢ
て
ま
ち
ぬ
五い

つ

夜よ

は 

 短
歌
６
と
「
悲
し
み
か
は
た
歓
び
か
」
の
歌
を
比
較
す
る
と
、
夢
二
の
場
合
が
「
春
の
心
に
し
づ
む
」
思
い
が
「
悲
し
み
」
か
「
歓
び
」
か
と
決
め

か
ね
て
い
る
物
思
い
の
様
子
を
歌
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
短
歌
６
は
、
「
悲
し
み
」
「
歓
び
」
を

挙
げ
る
歌
の
構
え
は
同
じ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の

思
い
も
「
う
た
へ
ば
な
ご
む
」
と
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
表
現
す
る
こ
と
に
収
斂
す
る
と
こ
ろ
は
対
比
的
で
あ
る
。
短
歌
に
お
け
る
年
数
の
使
い
方

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
「
五
夜
は
」
心
を
閉
ざ
し
て
待
つ
と
い
う
夢
二
の
表
現
に
は
、
「
君
」
が

来
る
ま
で
の
期
間
を
限
定
す
る
こ
と
で
来
な
い
か

も
し
れ
な
い
「
君
」
の
来

訪
を
確
実
な
も
の
に
し
た
い
切
な
い
乙
女
心
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
短
歌
４
で
は
、
「
五
年
に
な
り

て
」
は
年
満
ち
る
意
味

が
強
く
、
そ
れ
は
「
嫁
が
ん
」
と
い
う
娘
の
意
志
の
強
さ
に
つ
な
が
る
。 

 

(9)



 

 

 

短
唱
５
「
は
て
し
な
き
な
げ
き
」
に
附
さ
れ
た
絵
は
、
顔
を
掩
っ
て
嘆
く
着
物
姿
の
女
性
像
で
あ
る
が
、
夢
二
の
絵
に
多
く
あ
る
同
じ
よ
う
な
嘆

く
女
性
像
の
亜
流
と
言
え
る
。
し
か
し
、
以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
中
学
四
年
生
前
後
の
十
代
半
ば
制
作
の
本
詩
画
集
に
は
そ
の
女
性
の
「
な
げ
き
」

の
具
体
的
な
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
あ
る
の
は
少
女
や
娘
の
満
ち
足
り
た
抒
情
的
な
世
界
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
夢
二
的
な
表
現
の
構
え
を
借
り
な
が
ら
、

夢
二
の
作
品
に
描
か
れ
た
少
年
少
女
の
自
然
と
の
交
流
や
娘
の
未
来
へ
の
希
望
に
自
ら
の
幸
福
を
見
出
し
、
自
ら
も
そ
の
よ
う
な
世
界
を
言
葉
と
絵

で
構
築
す
る
こ
と
に
無
類
の
楽
し
み
を
見
出
し
て
い
た
少
年
井
伏
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
中
学
校
で
の
「
煉
獄
」
の
よ
う
な
辛
さ
の
中
で
、
表

現
世
界
に
別
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
厳
し
い
現
実
を
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
方
策
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
、
夢
二
的
表
現
に

影
響
を
受
け
た
井
伏
文
学
の
原
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
う
い
っ
た
感
性
は
、

大
正
末
年
ま
で
続
い
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
『
井
伏
鱒
二
画

集
』
に
は
、
「
木
蔭
」

と
題
す
る
美
人
画
が
収

録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

、
井
伏
生
家
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る(

注

21)

。
こ
の
軸
に
は
「
井
伏
鱒
二 

木
蔭 

大
正
十
三
年
一

月 

表
装
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
。
藤
谷
は
「
一

九
二
一(

大
正
十)

年
か

ら
一
九
二
三(

大
正
十
二

年)

に
か
け
て
、
東
京
と

郷
里
の
間
を
何
度
も
行

っ
た
り
き
た
り
す
る
こ

と

に
な
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
と
き
に
生
家
で
描
か
れ
た
も
の
。
」
と
解
説
し
、
日
本
美
術
学
校
別
格
科
で
の
受
講
内
容
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。 

そ
の
美
人
画
制
作
と
の
関
連
を
推
測
さ
せ
る
高
田
宛
の
葉
書
が
一
通
あ
る
。 

 

葉
書
〔
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
五
月
一
日
あ
る
い
は
四
日
〕
（
初
公
開
） 

《
表
》
備
後
芦
品
郡
新
市
町 

高
田
類
三
様 

 

松
坂

屋
と

三
越

と
白

木
は
先

日
一

應
ま

は
り

ま
し
た

が
店

に
な

ら
べ

ら
れ
て

あ
る

の
も

來
て

居
る
人

の
も

、
ひ

き
た

つ
の
を

か
け

て
ゐ

る
人

は
あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
神
田

で
一

つ
い

ゝ
の

を
見
ま

し
た

が 

う
つ

し
た
の

を
な

く
し

た
の

で
お
し

い
こ

と
を

し
ま

し
た
。

で
、

通
り

す
が

り
や
電

車
の

中
で

私
と

し
て
見

た
と

こ
ろ

い
ゝ

と
思
つ

た
の

を
ざ

つ
と

描
い
た

ま
ゝ

で
す

け
れ

ど
お
送

り
し

ま
す

。
今

度
は
ゆ

つ
く

り
と

い
ゝ

の
を
お

送
り

し
た

い
と

思
つ
て

ゐ
ま

す
。

襟
は

何
と
い

つ
て

も
く

ど
く

、
、

、
て
は
い

け
ま

せ
ん

様
で

す
ね
。

春
の

せ
い

か
当

地
は
薄

紫
色

の
そ

れ
が

流
行
し
て
ゐ
ま
す
。 
 

 
 

 
 

 
 

〔
後
略
〕 

 

 

こ
こ
に
は
、
女
性
美
へ
の
関
心
と
そ
の
視
覚
的
な
鑑
賞
と
再
現
へ
の
情
熱
が
伺
わ
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
女
性
的
感
性
の
傾
向
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
小
説
「
「
槌
ツ
ア
」
と
「
九

郎
ツ
ア
ン
」
は
喧
嘩
し
て
私
は
用
語
に
つ
い
て

煩
悶
す
る
こ
と
」
（
注

22
）
に
登
場
す
る
「
槌
ツ
ア
」
の
娘
「
お
花
ヤ
ン
」
と
村
長
の
娘
「
お
小
夜
サ
ン
」
の
文
通
の
文
章
が
想
起
さ
れ
る
。 

 

 
 

「
川
べ
に
立
つ
乙

女
よ
り
、
な
つ
か
し
の

心
の
君
様
へ
。
霞
の
空

の
雲
雀
の
や
う
に
、
は

る
か
に
高
く
清
き
私
た

ち
の
誓
ひ
は
、
た
が
ひ

に

忘

れ
じ
忘
れ
ま
じ
く
、
云
々
」 
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こ
の
手
紙
は
校
長
か
ら

咎
め
ら
れ
、
以
後
文
通

は
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
井

伏
の
中
学
時
代
の
詩
画

集
、
卒
業
後
の
葉
書
を

見

れ

ば
、
こ
こ
に
井
伏
の
中

学
時
代
前
後
の
生
活
感

情
の
一
端
が
あ
る
こ
と

を
想
像
す
る
こ
と
は
あ

な
が
ち
無
理
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

れ

ら

は
、
ま
さ
し
く
井
伏
の
母
が
購
読
し
て
い
た
と
い
う
『
女
学
世
界
』
と
い
っ
た
婦
人
雑
誌
の
投
書
欄
の
文
章
に
そ
の
情
報
の
源
が
あ
る
と
言
え
る
。 

 

川
村
邦
光
は
、
『
女
学
世
界
』
の
読
者
投
稿
欄
「
誌
友
倶
楽
部
」
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の
文
章

を
分
析
し
た
結
果
、
そ
こ
に
文
通
を
介
し
て
構

築
さ
れ
て
い
る
「
〈
想
像

の
共
同
体
〉
の
共
同
性
／
共
通
性
」
を
見
出
す
と
と
も
に
、
そ
れ
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
独
特
の
文
体
を
通
し
て
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
文
体
を
「
オ
ト
メ

体
」
、
そ
の
共
同
体
を
「
オ
ト
メ
共
同
体
」
と
名

付
け
た(

注

23)

。
こ
う
い

っ
た
読
書
欄
の
傾
向
は
、

嵯
峨
景
子
の
調
査
に
よ
る
と
、
『
女
学
世
界
』
（
創
刊
一
九
〇
一
・
明
治
三
四

年
）
に
前
述
の
「
叙
情
的
な
文
体
」
が
現
れ
出
す
の
は
一
九
一
五(

大
正

四)

年
で
あ
り
、
一
九
一

八
年(

大
正
七)

年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
、
一
九
二
〇
（
大
正
九)

年
か
ら
激

減
す
る
と
し
て
い
る(

注

24)

。
こ
の
よ
う
な
『
女

学
世
界
』
の
受
容
史
は

、
井
伏
の
中
学
時
代(

一
九
一
二
・
明
治
四
五
年

～
一
九
一
七
・
大
正
六

年)

に
そ
の
ま
ま
重
な
っ

て
い
る
。
井
伏
の
表
現

世

界
は
、
母
を
通
じ
て
受

容
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な

少
女
的
抒
情
の
世
界
へ

の
共
感
か
ら
始
ま
っ
た

と
言
え
る
。
そ
こ
に
は

、
現
実
社
会
に
お
い
て

弱

い

立
場
に
お
か
れ
て
い
た
女
性
た
ち
の
、
生
き
抜
く
た
め
の
方
策
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

そ
し
て
、
作
家
と
な
っ
た
井
伏
は
、
小
説
「
山
椒
魚
」
発
表
の
前
年
に
少
女
小
説
を
二
篇
発
表
し
て
い
る
。 

 

○
「
幻
の
さ
ゝ
や
き
」 

『
少
女
画
報
』
・
東
京
社 

昭
和
三
年
一
月
一
日 

第
十
七
巻
第
一
号
（
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
一
巻
所
収
） 

 
 

 

角
書
き 

本
文
表
題
「
少
女
物
語
」
、
目
次
表
題
「
少
女
哀
話
」 

 

○
「
永
遠
の
乙
女
」 

『
少
女
画
報
』
・
東
京
社 

昭
和
三
年
十
二
月
一
日 

第
十
七
巻
十
二
号
（
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
一
巻
所
収
） 

 
 

 

角
書
き 

本
文
表
題
「
神
秘
小
説
」 

目
次
表
題
「
少
女
物
語
」 

『
少
女
画
報
』
に
は
竹
久
夢
二
も
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
井
伏
は
中
学
時
代
に
読
み
親
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
作
家
夢
二
と
並
ん
だ
と
言
え
る
。 

井
伏
の
い
ず
れ
の
小
説
も
「
美
智
子
」
と
い
う
少
女
が
主
人
公
で
友
達
の
も
う
ひ
と
り
の
少
女
と
の
死
を
介
し
た
交
情
を
描
い
て
い
る
。「
幻
の
さ

ゝ

や
き
」
は
、
「
お
兄
様

」
に
連
れ
ら
れ
て
隠
岐

の
島
へ
旅
行
に
出
か
け

た
「
美
智
子
」
が
、
旅

館
の
娘
「
麗
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
美
少
女
と
橇
遊

び

を

す
る
話
で
、
吹
雪
の
中

で
「
麗
ち
ゃ
ん
が
好
き

よ
」
と
く
り
返
し
さ
さ

や
く
と
い
う
も
の
。
「

永
遠
の
乙
女
」
は
、
美

智
子
と
葉
子
が
登
山
を

す

る

が
、
葉
子
が
滑
落
し
て

落
命
、
そ
の
麓
の
川
べ

り
に
住
み
着
い
た
美
智

子
が
五
〇
年
を
経
て
、

そ
の
川
に
オ
フ
ェ
リ
ア

の
よ
う
に
流
れ
着
い
た

葉

子

の
遺
骸
に
巡
り
会
う
と

い
う
も
の
。
「
麗
」
も

雪
の
中
の
遊
び
で
病
に

倒
れ
る
の
で
あ
り
、
生

命
を
超
え
て
結
び
合
う

二
人
の
友
情
が
描
か
れ

る

物

語
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
青
木
南
八
の
死
の
主
題
が
響
い
て
い
る
と
言
え
る
。
小
説
「
鯉
」
の
発
表
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
で
あ
る
。 

 

二
、

井
伏
の
早
稲
田
大
学
時
代
の
表
現
世
界 

―

青
木
南
八
の
「
近
代
リ
リ
ィ
ス
ム
」
の
主
張 

(11)



 

 

 

 

中
学
卒
業
後
の
井
伏
は

、
早
稲
田
大
学
文
学
部

仏
文
学
科
で
の
西
洋
文

化
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の

世
紀
末
文
学
の
世
界
を

知
る
こ
と
と
な
る
。
そ

れ

を
畏
友
・
青
木
南
八
の

講
演
草
稿
「
ジ
ャ
ン
・

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の

性
格
と
フ
ラ
ン
ス
に
於

け
る
近
代
リ
リ
ィ
ス
ム

の
起
源
」
、
「
ボ
ー
ド

レ

エ

ル
の
散
文
詩
に
つ
い
て

」
か
ら
見
て
お
き
た
い

（
注

25
）
。
い
ず
れ
も
「

青
木
南
八
遺
文
」
中
の

文
章
で
、
前
者
は
、
早

稲
田
大
学
恩
賜
館
で
の
月

例
会
講
演
草
稿
を
「
校
訂
」
し
た
も
の
（
大
正
一
〇
年
五
月
）
、
後
者
は
早
稲
田
大
学
講
堂
で
の
ボ
ー
ド
レ
エ
ル
記
念
祭
に
お
け
る
講
演
草
稿
を
「
補

正
し
た
も
の
」
（
大
正
一
〇
年
一
一
月
）
と
い
う
但
し
書
き
が
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

前
者
に
お
い
て
、
青
木

は
、
十
七
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
文
学

が
社
会
化
し
た
結
果
、

リ
リ
ス
ム
が
失
わ
れ
、

個
性
や
自
我
が
影
を
潜

め

た
の
に
対
し
、
ル
ソ
ー

は
、
自
我
と
感
性
重
視

の
表
現
を
主
張
し
て
、

十
八
、
九
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
文
学
史
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
し

、

そ

の
意
味
で
「
近
代
人
の
最
初
の
人
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

  
 

以
上

を
要
約

し
て

み
る
と
、

ジ
ヤ
ン

、
ジ

ヤ
ツ
ク
、

ル
ソ
ー

は
、

意
的
に
は

弱
い
、

さ
う

し
て
不
思

議
な
洞

察
力

と
い
ふ
か

、
智
恵

の
鋭
さ

と
い
ふ
か

、
そ
う

い
ふ

も
の
を
具

へ
て
ゐ

た
。

そ
し
て
ま

た
、
驚

く
べ

き
鋭
敏
な

異
常
な

病
的

な
サ
ン
シ

ビ
リ
テ

の
為

に
苦
し
ん

だ
不
幸

な
人

間
で
あ
つ

た
と
い

へ
る

。
さ
う
し

て
、
人

間
を

嫌
ひ
、
社

会
を
嫌

ひ
、

自
然
を
好

み―

言

ひ
忘

れ
た
が
、

ル
ソ
ー

の
サ

ン
シ
ビ
リ

テ
は
自

然
に

対
し
て
も

十
分
鋭

敏
で

あ
つ
た
、

自
然
の

美
を

正
確
に
深

刻
に
感

じ
得

、
又
描
き

得
た
人

と
し

て
〔
中
略

〕
仏
蘭

西
に

於
け
る
最

初
の
人

と
も

い
へ
よ
う

、―

孤

独
を

好
み
、
要

す
る
に

自
己

そ
の
も
の

に
も
つ

と
も

興
味
を
感

じ
て
、

も
つ

と
も
多
く

、
も
つ

と
も

自
由
に
、

自
己
自

身
を

語
つ
た
人
で
あ
つ
た
と
い
へ
よ
う
。 

 こ
こ
で
は
、
「
自
我
を
語

る
芸
術
」=

「
詩
」
、
そ

し
て
「
詩
」
を
構
成
す
る
「
感
情
」
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
、
「
リ
リ
ッ
ク
は

純
然
た
る
自
己
の

感
情
の
表
現
だ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
着
し
て
い
く
。 

 

後
者
に
お
い
て
は
、

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
散
文

詩
「
巴
里
の
憂
鬱
」
を

取
り
上
げ
て
、
ル
ソ
ー

に
共
通
す
る
心
性
を
指

摘
し
て
い
る
。
「
巴
里

の

憂

鬱
」
の
特
徴
を
「
ビ
ザ

ー
ル
な
、
エ
ト
ラ
ン
ジ

な
、
極
端
に
非
現
実
的

な
、
し
か
も
非
常
に
力

強
い
芳
醇
な
、
エ
フ
エ

を
持
つ
も
の
」
と
し
、

そ

こ

に
描
き
出
さ
れ
る
の
は

「
極
端
に
非
自
然
的
な

、
極
端
に
人
工
的
な
、

感
覚
美
の
世
界
」
で
あ

り
、
そ
れ
が
ボ
ー
ド
レ

ー
ル
の
「
此
の
現
実
世

界

、

現
実
の
人
間
、
人
生
と
い
ふ
も
の
に
対
し
て
持
つ
て
ゐ
た

d
é
g
o
û
t
 

嫌
悪
の
情
」
か
ら
生
じ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
論
に
は
、

共
通
し
て
厭
世
的
な
社

会
観
と
そ
れ
に
対
抗
し

て
作
ら
れ
た
感
性
に
よ

る
美
的
な
世
界
へ
の
陶

酔
と
没
入
を
主
張
す
る

姿

勢

が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い

。
そ
れ
は
明
ら
か
に
反

自
然
主
義
的
な
主
張
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、

自
然
主
義
の
拠
点
と
し

て
の
『
早
稲
田
文
学
』

に

代

わ
っ
て
新
た
な
時
代
を

開
い
て
い
こ
う
と
す
る

青
年
の
感
性
と
意
気
を

感
ず
る
こ
と
が
で
き
る

。
そ
し
て
、
青
木
の
こ

の
主
張
は
、
井
伏
が
こ

れ

ま

で
に
作
り
上
げ
て
き
た

、
生
き
延
び
る
た
め
の

夢
二
的
表
現
世
界
に
共

通
す
る
心
性
と
言
え
る

。
高
階
秀
爾
は
、
「
世

紀
末
の
画
家
「
竹
久
夢

二

」

（
注

26
）
に
お
い
て
「
短

い
一
時
期
」
で
は
あ
る

が
、
明
治
末
年
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
、
日
本

の
画
壇
は
「
西
欧
世
紀

末
芸
術
の
波
」
を
か
ぶ
っ

(12)



 

 

 

て
い
た
と
し
、
そ
の
代
表
と
し
て
「
青
木
繁
、
藤
島
武
二
、
竹
久
夢
二
と
い
う
系
譜
を
考
え
る
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。 

井
伏
が
体
験
し
た
早
稲

田
大
学
の
学
生
生
活
は

、
「
鶏
肋
集
」
の
「
早

稲
田
生
活
」
に
そ
の
一

端
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
（
注

27
）
。
そ
こ
で
井

伏
は
、
「
可
成
り
心
酔

し
た
」
と
い
う
吉
田
絃

二
郎
の
講
義
に
つ
い
て

「
吉
田
先
生
の
講
義
は

感
傷
的
で
且
つ
情
熱
的

」
で
あ
り
、
「
朗
読
調

の

熱

弁
で
も
つ
て
青
春
の
私

た
ち
を
う
つ
と
り
さ
せ

る
の
で
あ
つ
た
」
と
し

て
、
「
い
ま
尚
は
つ
き

り
と
覚
え
て
い
る
」
と

い
う
そ
の
語
調
を
再
現

し

て

み
せ
、
「
私
は
幸
福
で
あ
つ
た
。
そ
の
や
う
に
先
生
の
講
話
は
ポ
エ
チ
カ
ル
に
私
た
ち
を
ふ
ん
わ
り
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
井
伏
は

、
大
学
の
講
義
に
現
実

か
ら
彼
を
守
っ
て
く
れ

る
新
た
な
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
の
「
ポ
エ
チ
カ

ル
」
な
世
界
を
見
出
し

た

と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で

は
、
井
伏
は
「
蘇
迷
蘆

会
」
な
ら
ぬ
、
「
ア
イ

ズ
ル
会
」
な
る
学
生
の

新
た
な
表
現
共
同
体
に

所
属
し
て
い
た
。
そ
し

て

、

「
私
達
は
世
の
中
は
暗

く
て
生
き
て
行
く
べ
く

つ
ま
ら
な
い
も
の
と
し

て
い
た
。
け
れ
ど
も
そ

の
実
、
少
し
も
暗
く
も

な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

と

感

じ
、
自
由
な
学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
。
野
崎
歓
は
、
井
伏
の
早
稲
田
大
学
時
代
に
「
文
学
部
黄
金
時
代
」
と
い
う
表
題
を
付
し
て
い
る
（
注

28
）
。

井
伏
の
回
想
文
「
青
木
南
八
」
に
「
誰
も
彼
も
若
く
て
健
康
で
あ
つ
た
。
第
一
、
絶
望
し
た
者
や
病
人
な
ぞ
は
教
室
へ
出
て
来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
（
注

29
）
。
そ
こ
に
は
、
「
つ
ま

ら
な
い
」
「
世
の
中
」

を
尻
目
に
「
文
学
」
や

「
芝
居
」
な
ど
を
語
る

言
葉
の
世
界
に
、
超
越
的

な
価
値
を
構
築
し
よ
う

と
す
る
青
春
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ

を
抑
圧
・
管
理
し
よ
う

と
す
る
社
会
に
対
抗
す

る
団
結
力
が
あ
っ
た
。

そ

の

基
盤
に
は
自
己
表
現
に
よ
る
、
教
師
と
学
生
が
作
り
出
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

井
伏
鱒
二
の
文
学
史

に
お
け
る
位
置
づ
け
は

議
論
の
途
次
に
あ
る
と

言
え
る
。
本
稿
に
お
い

て
は
、
井
伏
の
福
山
中

学
時
代
の
詩
画
集
へ
の

竹

久

夢
二
の
詩
画
の
影
響
を

指
摘
し
、
井
伏
の
文
学

的
出
発
に
明
治
末
期
か

ら
大
正
期
に
か
け
て
の

耽
美
的
な
表
現
世
界
の

構
築
が
あ
っ
た
こ
と
を

指

摘

し
た
。
そ
れ
は
早
稲
田

大
学
時
代
ま
で
続
き
、

片
上
伸
教
授
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
っ
て
そ
の
表

現
世
界
が
破
壊
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
初
め
て

井

伏

の
文
学
は
本
格
的
に
出
発
し
て
い
く
。 

竹
久
夢
二
は
、
処
女
画

集
『
夢
二
画
集 

春
の

巻
』
（
一
九
〇
九
・
明

治
四
二
年
十
二
月 

洛

陽
堂
）
が
好
評
で
、
翌

一
九
一
〇
（
明
治
四
三

）

年
の
内
に
続
編
三
冊
が
続
い
て
刊
行
さ
れ
て
一
気
に
世
に
出
て
行
っ
た
。
同
時
代
の
動
き
を
、
臼
井
吉
見
の
『
大
正
文
学
史
』
（
注

30
）
で
辿
れ
ば
、

夢
二
が
世
に
出
た
の
は

、
反
自
然
主
義
の
動
き

が
強
ま
り
、
芸
術
至
上

派
を
中
心
と
す
る
詩
人

と
美
術
家
が
一
同
に
集

結
し
た
パ
ン
の
会
の
始

ま

り

と
軌
を
一
に
す
る
。
そ

れ
は
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
の
末
に
始
ま

り
、
一
九
一
〇
（
明
治

四
三
）
年
十
一
月
の
会

を
頂
点
と
し
て
三
年
余

り

で

途
絶
え
た
と
い
う
。
そ

の
中
か
ら
出
て
行
っ
た

石
川
啄
木
が
『
一
握
の

砂
』
を
刊
行
す
る
の
が

、
同
じ
く
一
九
一
〇
（

明
治
四
三
）
年
十
二
月

で

あ

る
。 こ

の
三
年
間
の
動
き
は

そ
の
後
の
大
正
・
昭
和

初
期
の
文
学
の
原
点
を

な
す
坩
堝
で
あ
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
長
田
幹
雄
の
研

究

で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
竹
久
夢
二
が
人
気
作
家
と
な
る
前
、
『
平
民
新
聞
』
に
こ
ま
絵
と
俳
句
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
荒
畑
寒
村
、

岡
栄
次
郎
ら
と
起
居
を
共
に
し
、
「
平
民
社
へ
出

入
り
す
る
同
志
」
（
『
寒

村
自
伝
』
昭
和
三
五
年
版

）
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
（
注

31
）
。

(13)



 

 

 

岡
栄
次
郎
は
、
早
稲
田
実
業
学
校
で
夢
二
と
同
級
生
で
あ
り
、
夢
二
は
岡
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
教
わ
っ
た
と
い
う
（
注

32
）
。 

一
九
一
〇
（
明
治
四
三

）
年
は
、
大
逆
事
件
に

お
け
る
社
会
主
義
者
の

検
挙
が
始
ま
る
年
で
、

翌
年
一
月
二
六
日
に
処

刑
が
行
わ
れ
た
。
石
川

啄

木
も
そ
の
直
後
か
ら
社

会
主
義
に
向
か
っ
た
。

大
衆
作
家
と
し
て
の
夢

二
と
社
会
主
義
は
結
び

つ
か
な
い
と
い
う
の
が

一
般
的
な
評
価
で
あ
る

が

、

社
会
的
な
弱
者
と
し
て

の
女
性
や
子
供
、
旅
芸

人
な
ど
へ
の
共
感
の
表

現
は
、
社
会
主
義
の
精

神
の
原
点
だ
と
言
え
る

。
夢
二
が
民
謡
や
童
謡

を

収

集
し
、
民
衆
芸
術
へ
の

関
心
が
強
か
っ
た
こ
と

も
故
な
し
と
し
な
い
。

井
伏
が
、
中
学
、
大
学

と
組
織
に
お
け
る
弱
者

と
し
て
辛
い
体
験
を
し

た

こ

と
が
、
井
伏
文
学
の
表

現
の
姿
勢
を
形
作
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
夢
二
文
学
が
そ

の
原
点
に
あ
っ
た
と
言

え
る
。
ま
た
、
夢
二
が

処

女

作
を
発
表
し
た
洛
陽
堂

は
、
『
白
樺
』
や
恩
地

孝
四
郎
の
『
月
映
』
を

刊
行
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
が
、
社
主
の
河

本
亀
之
助
は
福
山
市
沼

隈

郡

出
身
で
あ
る
。
井
伏
の

中
学
時
代
の
美
術
教
師

木
山
一
雄
は
岡
山
出
身

で
、
東
京
美
術
学
校
卒

業
直
後
に
福
山
中
学
に

赴
任
し
た
。
井
伏
文
学

を

地

域
の
視
点
か
ら
見
直
す
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

注 

(

1
）
『
昭
和
作
家
の
ク
ロ
ノ
ト
ポ
ス 

井
伏
鱒
二
』(

双
文
社 

一
九
九 

六
年)

巻
末
「
主
題
別
参
考
文
献
」
の
「
井
伏
鱒
二
の
原
風
景
」
に
は
、
江
戸
期
の
地
域
の
漢
詩
人
、
管
茶
山
、
井
伏
素
老(

父
郁
太
の
雅
号)

の
影
響
を
考
察
し
た
も
の
が
多
く
、
中
学
時
代
の
詩
画
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。 

(

2)

前
田
貞
昭
「
井
伏
鱒
二
の
寄
宿
舎
（
福
山
中
学
校
寄
宿
舎
・
誠
之
舎
）
在
舎
時
期
と
そ
の
周
辺
事
福
山
誠
之
館
同
窓
会
架
蔵
資
料
調
査
か
ら

―
 

」(

『
近
代
文
学
雑
志
』3

0

号 

二
〇
一
八
年 

月)
 

(

3)

青
木(

秋
枝)

美
保
「
井
伏
鱒
二
未
公
開
書
簡

の
資
料
的
意
義―

宛
名

人
・
高
田
類
三
の
文
学

活
動
解
明
を
通
し
て―

(

『
日
本
近
代
文
学
』1

0
0

集 

二
〇
一
九
年
五
月)

 

(

4)

藤
谷
千
恵
子
編
『
井
伏
鱒
二
画
集
』(

筑
摩
書
房 

二
〇
〇
二
年
三
月)

に
は
、
井
伏
が
六
十
歳
の
と
き
か
ら
約
六
年
間
通
っ
た
荻
窪
の
画
塾
時

代
の
絵
を
中
心
に
、
「
画

塾
以
前
と
少
年
時
代
の
絵
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
井
伏
は
、
藤
谷
千
恵
子
著
『
セ
ザ
ン
ヌ
の

散

歩

道

』

に
「
序
」
を
寄
せ
て
い
る(

『
井
伏
鱒
二
全
集
』
二
七
巻
所
収)

 

(

5)

『
誠
之
館
百
三
十
年
史 

下
』(

誠
之
館
百
三
十
年
史
編
纂
委
員
会
編 

一
九
八
九
年
三
月)

 

(

6)
 

前
掲
前
田
論
文
に
、
こ
の
雑
誌
に
つ
い
て
「
誠
之
舎(

引
用
者
注―
同
論
文
に
「
旧
福
山
藩
主
阿
部
家
に
よ
っ
て
設
立
・
運
営
さ
れ
て
い
た
学

生
寄
宿
舎
」
と
あ
る)

に
事
務
所
を
置
く
福
山
学
生
会
が
発
行
し
て
い
た
『
福
山
学
生
会
雑
誌
』
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る

。 

(

7)

『
誠
之
館
百
三
十
年
史 

上
』(

誠
之
館
百
三
十
年
史
編
纂
委
員
会
編 

一
九
八
八
年
三
月)

に
よ
れ
ば
、
文
化
系
ク
ラ
ブ
に
は
雑
誌
部(

主
と
し

て
校
友
会(

誠
之
会)

誌
「
誠
之
」
の
編
纂)

、
講
談
部(

大
正
五
年
度
よ
り
「
講
演
部
」
、
大
正
十
三

年
度
よ
り
「
弁
論
部
」
と
改
称)

が
あ
る
の

み
で
、
い
ず
れ
も
学
校
の
教
育
内
容
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

(

8)

こ
こ
に
紹
介
し
た
資
料(

絵
葉
書
、
地
図)

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
井
伏
鱒
二
未
公
開
書
簡
の
基
礎
的
研
究―

「
同
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
解
明

(14)



 

 

 

を
め
ぐ
っ
て
」(

二
〇
一
八
年
一
一
月
二
四
日
・
二

五
日
、
福
山
市
内)

と
同
時
開
催
で
行
な
っ
た
展
示
「
井
伏
鱒
二
の
仲
間
達―

井
伏
鱒
二
未

公
開
書
簡
か
ら
」(

同
会
場)

で
公
開
。
現
在
は
、
「
福
山
市
東
川
口
町

2
丁
目

2
」
の
信
号
に
「
松
ケ
端
」
と
い
う
地
名
が
残
る
。 

 
(

9)
図
画
の
担
当
者
は
、
一
年
生
か
ら
二
年
生
の
初
め
の
一
ヶ
月
ま
で
大
塚 

泰(

明
治
二
五
年
、
東
京
美
術
学
校
卒
業)

、
二
年
生
の
六
月
か
ら
四

年
生
ま
で
木
山
一
雄(

大
正
二
年
、
東
京
美
術
学

校
図
画
師
範
科
卒
業)

が
担
当
。
木
山
は
岡
山
出

身
。 

(

『
誠
之
館
百
三

十
年
史
』
・
『
東
京
美

術
学
校
卒
業
生
名
簿 

大
正
十
五
年
』
・
『
東
京

芸
術
大
学
百
年
史
』
に
よ
る)

。 

（

10
）
『
竹
久
夢
二
文
学
館 

第
８
巻 

童
謡
童
話
集
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ

ー 

一
九
九
三
年
）
所
収 

（

11
〕
注

10
に
同
じ
。 

（

12
）
『
教
育
関
係
雑
誌
目
次
集
成 

第
Ⅲ
期
・
人
間
形
成
と
教
育
編
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
〇
年
六
月
） 

（

13
）
『
初
版
本
復
刻 
竹
久
夢
二
全
集 

第
二
期
』
（
ほ
る
ぷ
出
版 

一
九
八
五
年
）
所
収 

（

14
）
注

13
に
同
じ
。 

（

15
）
『
竹
久
夢
二
文
学
館 
第
７
巻 

歌
集
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
三
年
）
所
収 

(

1 6)
 

注

15
に
同
じ
。 

（

17
）
『
竹
久
夢
二
文
学
館 

第
３
巻 
詩
文
集
Ⅰ
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
三
年
）
所
収
、
挿
絵
は
、『
初
版
本
復
刻 

竹
久
夢
二
全
集
』

（
前
掲
書
）
所
収
本
で
確
認
。 

（

18
）
『
竹
久
夢
二
文
学
館 

第
２
巻 

詩
集
Ⅱ
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
三
年
）
所
収 

（

19
）
注

18
に
同
じ
。 

（

20
）
『
初
版
本
復
刻 

竹

久
夢
二
全
集 

第
一
期
』
所
収 

（

21
）

注

8
の

行
事

と

同

時

開

催

の

「

井
伏

鱒

二

と

同

時

代

の

画
家

展

」(

同

展

実

行

委

員
会 

二

〇

一

八

年

十

一
月

二

十

一

日

～

二

十

九
日 

福

山
市
内)

で
展
示
。 

(

2 2)
 

小
説
「
「
槌
ツ
ア
」
と
「
九
郎
ツ
ア
ン
」
は
喧
嘩
し
て
私
は
用
語
に
つ
い
て
煩
悶
す
る
こ
と
」
昭
和
十
二
・
一
九
三
七
年
十
一

月
発
行
『
若
草
』

第
十
三
巻
第
十
一
号
、
『

井
伏
鱒
二
全
集
』
六
巻
所
収 

(

2 3)

川
村
邦
光
『
オ
ト
メ
の
祈
り 

近
代
女
性
イ
メ
ー
ジ
の
誕
生
』(
紀
伊
国
屋
書
店 

一
九
九
三
年
十
二
月)

 

(

2 4)

嵯
峨
景
子
「
『
女
学
世
界
』
に
み
る
読
者
共
同
体
の
成
立
過
程
と
そ
の
変
容 

:
 

大
正
期
に
お
け
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
な
共
同
体
の
生
成
と

衰
退
を
中
心
に
」(

『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』

78
巻 

二
〇
一
一
年)

 

（

25
）
「
青
木
南
八
遺
稿
（

抄
）
」
（
『
井
伏
鱒
二
全
集 

別
巻
一
』 

筑
摩
書
房 
一
九
九
九
年
九
月
） 

（

26
）
高
階
秀
爾
「
世
紀
末
の
画
家
「
竹
久
夢
二
」
（
『
生
誕

130
年
記
念 

竹
久
夢
二 
大
正
ロ
マ
ン
の
画
家
、
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
』
竹
久
夢
二
美
術

館
監
修 

河
出
書
房
新
社 

二
〇
一
四
年
一
月 

所
収
、
初
出
『
三
彩
』
第
二
四
二
号 

一
九
六
九
年 

三
彩
社
） 

(15)



 

 

 

（

27
）
「
鶏
肋
集
」
（
『
早
稲

田
文
学
』
一
九
三
六
年
・
昭
和
十
一
年
八
月
号
、
『
井
伏
鱒
二
全
集 

第
六
巻
』
所
収
） 

（

28
）
野
崎
歓
『
水
の
に
お
い
が
す
る
よ
う
だ 

井
伏
鱒
二
の
ほ
う
へ
』
（

集
英
社 

二
〇
一
八
年
八
月
） 

（

29
）
「
青
木
南
八
」
（
『
文

芸
都
市
』
一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
五
月
、
同
年
十
一
月
、
『
井
伏
鱒
二

全
集 

第
一
巻
』
所
収
） 

（

30
）
臼
井
吉
見
『
大
正
文
学
史
』
（(

筑
摩
書
房 

一
九
六
三
年
七
月)

 

（

31
）
長
田
幹
雄
「
車
夫
、
書
生
、
兵
民
社
の
こ
ろ
」
（
『
竹
久
夢
二
文
学
館 

別
館 

資
料
編
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

同
前
）
所
収
、
初
出
『
別

冊
太
陽
』

No

20 

平
凡
社 

一
九
七
七
年
九
月
） 

（

32
）
注

31
の
文
章
か
ら
引
用
（
初
出
雑
誌
『
現
代
』
昭
和
五
年
一
二
月
号
と
あ
る
。
） 

      

(16)




